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植物は各細胞の自律的な応答性に基づく分散型の高度な情報処理システムを進化
させており、発生 ･ 形態形成とストレス応答の双方の側面でオートファジーやプロ
グラム細胞死（PCD）を巧みに活用している。オートファジー経路は真核生物に高
度に保存されているが、モデル植物シロイヌナズナのオートファジー欠損変異体の
生活環に異常が見出されていないことから、植物の発生 ･ 形態形成におけるオート
ファジーの役割は未解明の点が多い。またシロイヌナズナのオートファジー欠損変
異体の葉で、サリチル酸が過剰に蓄積することによる多様な影響が報告されている
が、イネでの状況は異なるとの予備的結果を得ている。我々は最近、イネの花粉形
成過程において、葯の最内層で PCD を誘導し花粉成熟に関与するタペート細胞にお
いてオートファジーが誘導されること、オートファジー欠損変異体ではタペート細
胞の PCD が抑制され花粉が未成熟となり、雄性不稔となることを発見した。本研究
では、オートファジーや脂質 ･ 活性酸素種（ROS）等のイメージング解析系を構築し、
花粉成熟 ･ 種子（胚乳）形成等の組織再編成過程におけるオートファジーの役割の
解明を試みる。また、いもち病菌等に対する感染防御応答や植物ホルモン等の代謝
制御におけるオートファジーの役割を解析し、植物におけるオートファジーの新た
な機能の解明を目指す。
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イネの生殖・免疫・代謝制御における
オートファジーの役割の統合的理解


